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る。この分布の型の相違は各標本の群成熟状態からみて,未 熟群 と成熟群の相違を示 していると考

えられる。

また,こ の度数分布からは個体が成熟に達 した時の指数

えぽ標本No. 7 . No. 9 , No10

(G.S.I)• を 知 る こ とが で き る。 た と

をみ る と,G.S.1が2.0～3.0の 値 で 成 熟 に 達 し,言 い か え れ ば 生 殖器

官 重 量 が 体 重 の2.0～3.0%に な れ ば,成 熟 に達 す る こ とを示 して い る。 この こ とは 浜 部(1965)の

報 告 した 熟 度表 示 と一致 して い る。

H.S.I の度数分布は未熟期,成 熟期にかかわらず全標本がほぼ同 じ型を している。 しか し,分

布の型は変化 しなくても,平 均値は成熟するに伴って減少 していく傾向が うかがわれる。

次 に 雄 のG.S.1とH.S.1の 度 数 分 布 を示 した もの が図3-2で あ る。G.S.1の 分 布 は雌 と

同 様 に右 に ス ソを 引 く型 が 多 い が,範 囲 の大 きい こ とが雌 とは 異 な って い る。 標 本M7～8,MIO

～12の5標 本 が 成 熟群 と考 え られ ,Ml～6とM9の7標 本 が 未 熟 群 と考 え られ る。 この こ とは雌

の群 成 熟 状 態 とほ ぼ 一一致 し,ス ル メ イ カ の雄 性 先 熟(2章)と は 異 な って い る。 しか し2章 で は個

体 の成 熟 差 を み た もの で あ り,群 成熟 率 で比 較 す る な ら ぽ,成 熟 初 期 の 標 本(M7,MIO)で は,

雄 の成 熟 率 の 方 が 高 い の で,雄 性 先 熟 に つ い て の矛 盾 は な い。 雄 の 個 体 が 成 熟 に 達 す るの は ・ 標 本

M3,M4,Nd7か ら判 断 す る と,G.S.1が3.5～4.0で あ る。 す なわ ち,雄 の場 合 は 生 殖 器 官 重

量 が体 重 の3.5%以 上 に なれ ぽ 成 熟 して い る こ とを示 して い る。

H.S.1の 分布 は雌 と同 じ く、未 熟,成 熟 にか か わ らず,ほ ぼ 同 じ分 布 型 を してい る。 雄 の場 合 も

成熟 に伴 ってH.S.1の 平均 値 が しだ いに 小 さ くな って い く傾 向 が認 め られ る。

3-3熟 度と肝臓重量の関係

雌 の 各標 本 のG.S.1とH.S.1の 平均 値 を用 い て,そ の関 係 を み た ものが 図3一 一3で あ る。 こ

の図 か らG.S.1とH.S.1と の 間 に2次 曲 線 回帰 が 認 め られ(表3-2),次 の 回帰 式 が得 られ

た。

図3-3の 中 に破 線 で個 体 が成 熟 に達 す る時 のG.S.1の 値 を示 して あ るが,群 の成 熟値 と して

は い くらか の 幅 が あ る もの と考 え られ る。 た とえ ば,前 節 で標 本MIOは 成 熟 群 と判 断 され るが,こ

の時 のG.S.1の 平 均 値 は2.36で,そ の信 頼 区間(95%)を 計 算 す る と1.16～3.56と な る。

図3-3か ら肝 臓 重 量 は 未 熟;期に は体 重 の8.0～10.0%,成 熟 に達 した時 に は10.5%に な り,成

熟 の後 期 に は7.0～4.5%に まで 減 少 して い く。 この こ とか ら肝 臓 重 量 は,未 熟 期 か ら初 め て成 熟 に

達 す る時 ま では,熟 度 が進 む に した が って増 加 して い き,成 熟 時 を峰 と して,し だ い に 減 少 して い

くこ とが推 定 され る。



図3-3 G.S.I とH.S.I の関係(雌)
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次に雄の G.S.I と] 1.S.I の 関 係 をみ た もの が 図3-4で あ る。 この 図か らG .S.1とH.S.

1と の間 に3次 曲 線 回 帰 が 認 め られ(表3-3),次 式 が得 られ た。

この よ うなG.S.1とH.S.1の 回 帰 関 係 か らみ て,雄 の肝 臓 重量 は雌 の場 合 と同様 に熟 度 が進 む

に したが って重 くな り, G.S.1:≒3.0 を最大として,そ れ以後,熟 度が高くなるに したがって減

少 していくことが推定 される。また,肝 臓重量の峰は雌 と異な り,成 熟直前にあると推定 される。

3-4卵 巣重量と輸卵管重量の関係

図3-5に 卵巣重量体重比 と輸卵管重量体重比の関係を示 した。両者の関係は表3-4に 示され

るように2次 回帰曲線で表わされる。図中にその回帰式を示 した。輸卵管重量は卵巣重量が体重の

3.5%位 を占めるまでは直線的に増加 していくが,卵 巣重量が体重の約4%を 越えてからは減少 し

てい く。この輸卵管重量の減少は単純には,輸 卵管内の卵が放出されたものと推察されるが明らか

ではない。

3-5熟 度と卵巣重量および輸卵管重量の関係

図3-6お よ び図3-7に 熟 度 指 数

び輸卵管重量体重比

(G.S.I)

(OVIDUCT INDEX)

と卵巣重量体重比 (OVARY INDEX) お よ

の 関 係 を示 した 。 これ ら の関 係 は表3-5～6に 示

した よ うに2次 式 で 表 わ す こ とが妥 当 で あ る。 図3-6を み る と卵 巣 重 量 は熟 度 が 進 む に した が っ

て増 加 し,G.S.1が5.0位 か ら急 激 に増 加 して い く。 一方,図3-7を み る と輸卵 管 重 量 も熟 度

が進 むに した が って,し だ い に増 加 して い くが,卵 巣 の増 加 に比 較 して その 割 合 はゆ るや か であ る。

しか もG.S.1が7.0位 で最 大 とな り,そ れ 以 後 はゆ るや か に 減 少 して い く。・以上 の よ うに 成 熟 に

伴 って,卵 巣 重 量 と輸 卵 管重 量 は変 化 して い く こ とが 明 らか に な っ たが,そ の 変 化 の 型 は 異 な って

い る。 図3-7に は輸 卵 管 重量 と肝 臓 重 量 との関 係 をみ る た め にH.S.1の 曲 線 も示 した。

3-6卵 巣重量および輸卵管重量と肝臓重量の関係

成熟群の卵巣重量体重比 (OVARY INDEX) とH.S.1の 関 係 を 示 した の が 図3-8で あ る。 両

者め関係はi次 回帰式で表わ される(表3-7)。 すなわち肝 臓重量は卵巣重量が増加するにした

がって減少 していくことになる。 しか し輸 卵管重量体重比 (OVIDUCT INDEX) とH.S.1の 関

係(図3-9)は 回帰関係が認められない(表3-8)。 したが って,スルメイカの雌の成熟後に関 し

ての肝臓 は卵巣の発達に対 して重要な役割 を果 していると推定 される。また輸 卵管はもともと熟

卵を生殖孔 まで運ぶ器官 と考え られるが,スルメイカの場合は成熟期か ら産卵 までの期間,熟 卵を
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図3-5卵 巣重量体重比と輸卵管重量体重比の関係



図3-6 G.S. I と卵巣重量体重比の関係

図3一 一7 G. S. I: 輸卵管重量体重比の関係
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図3-8卵 巣重量体重比 とH. S. I の関係(成 熟群)
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図3-9輸 卵管重量体重比 とH. S. I の関係(成 熟群)



収容する器官であるか ら,肝 臓は輸卵管の発達に対 しては無関係であると推定 される。

3-7精 巣重量と精腺重量の関係

図3-10に 精巣重量体重比 と精腺重量体重比の関係を示 した。両者の関係は2次 式で表わされる

(表3-9)。 この曲線から精巣が初めに発達 し,精 腺が遅れて発達することがわかる。精腺は精

腺重量が体重の2%を 越えるあた りから急激に発達する。また両者の関係は未熟期には精巣の方が

重 く,成 熟に達すると精腺の方が重 くなる傾向がみられる。このことは林(1970)の 報告と一致 し

ている。
/

3-8熟 度と精巣重量および精腺重量の関係

熟度指数 (G. S. I) と精 巣重量体重比

(NEEDHANIS SACMASS INDEX)

(TESTIS INDEX) お よび精腺重量体重比

の関 係 を図3一一11と 図3-12に 示 した。 い ず れ の 関 係 も2

次 式 で表 わ され る(表3-10～11)。

図3-11で は精巣重量は熟度が進むにつれて増加 してい くが,成 熟に達 してからの増加量は少な

くなっている。図3一 一12の精腺重量 も熟度が進むにしたがって増加 していくが,成 熟に達 してから

は精巣とは異な り,増加量が多 くなっている。また,図3-12に はH.S.1の 曲線を示 してあるが,

精腺重量が増加するにしたがって肝臓重量は減少する傾向がうかがわれる。

3-9精 巣重量および精腺重量と肝臓重量の関係

成熟群の精巣重量体重比 (TESTIS INDEX) とH:.S.1の 関 係 を 示 した ものが 図3-13で あ る。

両者 の関 係 は表3-12に 示 した よ うに回帰 関 係 は認 め られ な い。 また精腺 重 量体 重比

(NEEDHANIS SAC MASS INDEX) とH.S.1の 関 係 を示 しため が 図3-14で あ る が,こ の

場合は両者の関係を1次 回帰式で表わすことができる(表3-13)。 したが って,精 腺重量が増加

するに したがって肝臓重量は減少 していくことが推定 される。これらの結果からスルメイカの雄の

成熟後に関 しての肝臓は精腺の発達と密接な関係があるものと考えられる。

3一一10論 議 と考察

成熟に伴 う肝臓重量の変化について,浜 部(1963)は 雌は産卵期に入ると肝臓重量が減 じ,雄 は

精巣 と精腺の重量が減ずる時,肝 臓重量が減少するとし,林(1971b)は 雌雄とも未熟初期に肝臓

重量が最大で,熟 度が進むに したがって,ほ ぼ直線的に減少 してい くとしている。今回の研究結果

によると浜部(1963)と 林(1971b)と は異な り,雌 の場合は未熟から成熟に達するまでは肝臓重

量は増加 し,成 熟に達 した時を最大 として,そ れ以後熟度が進むにつれて減少する。雄の場合も雌

と同様に成熟直前までは増加 し,そ れ以後は減少 していくことである。

浜部(1963)は 成熟群を分析 した結果であ り,未 熟群の分析は行っていない。また,林(1971b)
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図3-10精 巣重量体重比と精腺重量体重比の関係



図3-11G.S.1と 精 巣 重 量 体 重 比 の関 係

図3-12G.s.1と 精 腺 重 量 体 重 比 の 関係
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図3-13精 巣 重 量 体 重 比 とH:.s.1の 関 係(成 熟群)

NEEDHANIS SAC MASS INDEX

図3-14精 腺 重 量体 重比 とH.s.1の 関 係(成 熟 群)



は林(1970)の 熟度指数を基に分析を行っているため,こ の章での熟度表示方法(G.S.1)の 結

果 とは比較が困難であるが,未 熟期のスルメイカは外套長,体 重,生 殖器官,肝 臓はそれぞれ発達

過程にあるため,あ る時期 まではそれらの重量は増加 してい くはずである。それにもかかわらず肝

臓重量だけが未熟初期に最大となることは不自然である。おそらく林(1970)の 熟度表示方法に問

題があるものと考えられる。

また,肝 臓重量の減少原因 として,浜 部(1965),林(1971b)が 雌は交接行動 と卵の形成およ

び産卵活動によると推察 し,雄 について,名 角(1967)は 精腺の発達のために,林(1971b)は 交

接 行 動 の た め と準 察 してL
.・る。 ス ル メ イ カ の場 合,成 熟 とい う現 象は卵 巣,輸 卵 管 の 発 達(図2-

1),精 巣,精 腺の発達(図2-1),交 接,産 卵 に至るまで,・雌雄による時間的なズレがあると

同時に,す べてが関連 しあっているため,肝 臓の役割を単純に考えることはできない。 しかし,少

な くとも雌は卵巣の発達,雄 は精腺の発達に対 して大きな影響を与えていることは明らかである。

特に雌については次章で検討するように2回 産卵 が考えられるので肝臓の役割がきわめて重要であ

ると考えられる。

一42一



表3-2 G.S.1に 対 す るH.S.1の 回 帰の 分 散 分析(雌)

表3一 一3 G.S.1に 対す るH.S.1の 回帰 の 分 散 分析(雄)'

表3-4 卵巣重量体重比に対する輸卵管重量体重比の回帰の分散分析

表3-5 G.S.1に 対する卵巣重量体重比の回帰の分散分析



表3一6 G.S.1に 対する輸卵管重量体重比の回帰の分散分析

表3-7 卵巣重量体重比に対するH.S.1の 回帰の分散分析

表3-8 輸卵管重量体重比に対するH.S.1の 回帰の分散分析

表3-9 精巣重量体重比に対する精腺重量体重比の回帰の分散分析

表3-10 G.S.1に 対する精巣重量体重比の回帰の分散分析



表3一11 G.S.Iに 対する精腺重量体重比の回帰の分散分析

表3-12 精巣重量体重比に対す るH.S.Iの 回帰の分散分析

表3-13 精腺重量体重比に対するH.S.Iの 回帰の分散分析



4.成 熟 イ カ と 皮 イ カ

産卵期には成熟 した産卵前のスルメイカ(成 熟イカ)と ともに,外 套膜が薄 くなった外見では外

套膜の表面が白濁 して,成 熟個体とは明らかに識別できる個体が混獲される。 この個体はいわゆる

皮イカと呼ぼれてお り,1度 産卵を経験 したスルメイカと考えられている(新 谷,1957:浜 部,19

63:安 達,1987)。 この章では外套長,体 重,外 套膜肉重量,外 套膜肉の厚 さ,生 殖器官重量,肝

臓重量を成熟イカと比較 し,皮 イカの特徴を記述するとともに,成 熟イカと皮イカの産卵について

考察する。

4一一1資 料 と方法

この章で用いた資料は1984年9月21日,浜 田沖NW40マ イル附近の海域で,島 根県立浜田水産高

等学校練習船若潮丸が釣獲した皮イカ66個体(雌49個 体,雄17個 体)と,そ れ と比較のための資料

として,1984年8月19日 に浜田沖N30マ イル附近の海域で釣獲 された成熟イカ50個体(雌27個 体,

雄23個 体)で ある。

皮イカと成熟イカの多項 目測定記録(外 套長,体 重,外 套膜肉重量,外 套膜肉の厚 さ,肝 臓重量,

生殖器官重量・てん卵樋 量)は 離 分布罐 理臨 外套膜肉の厚さは,外 飯 の先端から甚の

長さの部位を測定 したものである。外套長一体重および外套膜肉の厚 さ,体 重一外套膜肉重量およ

び肝臓重量,体 重一生殖器官重量およびてん卵腺重量の関係を回帰分析 した。

4-2成 熟イカと皮イカの比較

図4一一1-1か ら図4-1-4に 各測定値の度数分布を示 した。図4-1-1を みると,雌 の外

套長組成は成熟イカも皮イカも正規分布に近い。体重組成は成熟イカは右にスソを引 く分布である

が,皮 イカではその傾向が弱 くなっている。平均体重は,成 熟イカの方が皮イカよりも平均外套長

が小さいにもかかわらず,成 熟イカが重いので,皮 イカは成熟イカよりも体重が軽いといえる。体

重に関係する外套膜肉重量も成熟イカよりも皮イカが軽いようにみえる。外套膜肉の厚 さも成熟イ

カよ りも皮イカの方が薄い。 また,肝 臓重量 も成熟イカに比較 して皮イカは極端に軽 くなってい

る。一方・雄の場合(図4-1-2)は 平均外套長が成熟イカ,皮 イカとも,あ まり違わないにも

かかわらず,平 均体重は成熟イカよりも皮イカの方が軽い。以下外套膜肉重量,外 套膜肉の厚 さ,

肝臓重量も雌 と同 じ傾向である。

図4-1-3に は雌の生殖器官とてん卵腺の測定値の度数分布を示した。卵巣重量と輸卵管重量

では平均重量は,い ずれも成熟イカよりも皮イカの方が軽いが,て ん卵腺は平均重量,平 均の長 さ

とも成熟イカよりも皮イカの方が重 くて長い。このことは皮イカが1回 産卵を経験 したにもかかわ



成 熟 イ カ 皮 イ カ

図4-1-1 各測定部位の度数分布



成 熟 イ カ 皮 イ カ

図4-1-2 各測定部位の度数分布



成 熟 イ カ 皮 イ カ

図4-1-3 各測定部位の度数分布



成 熟 イ カ 皮 イ カ

図4-1-4 各測定部位の度数分布



らず,さ らにてん卵腺が発達 していることを示 してお り,2回 目の産卵を示唆 している。一方,雄

(図4-1-4)の 場合,精 巣重量は,そ の平均重量は成熟イカよりも皮イカの方が軽いが,精 葵

の う重量 と貯精のうおよび輸精管の合計重量の平均重量は,成 熟イカよりも皮イカの方が重い。 こ

のことは雌のてん卵腺 と同様に皮イカになってからも精腺の発達が続いていることを示 している。

4-3外 套長および体重 と各部位の関係

この節では外套長と体重の関係をは じめとする2つ の変量間の関係を検討することにより,成 熟

イカと皮イカを比較 した。

図4-2に 雌雄の成熟イカと皮イカの外套長 と体重の関係を示 した。雌はべ き曲線,雄 は測定値

のあてはまりがよい直線で関係式を求めた。各関係式の母数 とその検定結果は表4-1,表4-

2,表4-3に 示 した。外套長 と体重の関係における回帰係数は有意である。雌の場合をみると,

外套長が同 じ大きさであるならぽ,明 らかに皮イカの体重が軽い(表4-4)。 雄の場合は外套長

200mm以 上では皮イカの体重が軽い(表4-4)。

図4一3に は外套長 と外套膜肉の厚 さとの関係を示 した。回帰係数は成熟イカでは有意,皮 イカ

では有意でない(表4-3)。 このことは皮イカになると外套膜肉の厚みは外套長の大きさに関係

なく一定 となることを示 している。外套膜肉の厚みは成熟イカよりも皮イカの方が明らかぼ薄いこ

とがわかる。

図4-4に は雌雄の体重と外套膜肉重量の関係を示 した。各回帰式の回帰係数はすべて有意であ

る(表4-3)。 雌の成熟イカと皮イカの回帰直線をみると,皮 イカの外套膜肉重量の方が同 じ体

重であるならぽ若干軽いと考えられるが,雄 の場合は外套膜肉重量に雌ほどの差はないようである

(表4-4)。

図4-5に は体重と肝臓重量の関係を示 した。各回帰係数はすべて有意である(表4-3)。 雌

をみると,皮 イカの肝臓重量は成熟イカに比較 してかなり軽い(表4-4)。3章 で述べたように

成熟に達 してからの肝臓の役割は卵巣の増重に密接 な関係があるので,皮 イカの場合は卵巣の発達

が終 りに近づいているものと考えられる。一方,雄 をみると,成 熟イカと皮イカとで雌ほどの差は

みられない(表4-4)の で,こ のことも3章 で述べたように,雄 の場合の肝臓の役割は精腺の増

重に密接な関係があることから,皮 イカになってからも精腺の発達が続いているものと考えられ

る。

次に雌の体重と生殖器官重量の関係を示 したのが,図4-6で ある。体重と各器官重量 との回帰

関係は,皮 イカにおける体重と輸卵管重量の回帰関係だけが有意でなく,他 はすべて有意である

(表4-3)。 体重と卵巣重量の関係は成熟イカと皮イカの直線の傾斜に差があ り(表4-4),

体重290g位 以上では皮イカの卵巣重量が成熟イカのそれよりも重 くなる。

体重 と輸卵管重量の関係は,成 熟イカでは直線関係にあ り,皮 イカでは無関係である。このこと

は,皮 イカの場合,体 重の範囲が190～3SOg位 では輸卵管重量が平均的に53位 でほぼ一定である
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図4-2 外套長と体重の関係

図4-3 外套長と外套膜肉厚の関係



図4-4 体重と外套膜肉重量の関係



図4-5' 本重 と肝臓重量の関係



図4-6 体重と生殖器官重量の関係(雌)



図4-7 本重と生殖器官重量の関係(雄)



ことを示 している。体重とてん卵腺重量の関係は成熟イカ,皮 イカのいずれも直線関係にあ り(表

4-3),成 熟イカと皮イカとが同 じ体重であるならば皮イカの方が重い(表4-4)。 体重と卵

巣および輸卵管の合計重量(生 殖器官重量)の 関係における成熟イカと皮イカの回帰直線の傾斜の

差はな く(表4-4),皮 イカの産卵の可能性を示 している。

また,雄 の体重と生殖器官重量の関係を示 したのが図4-7で ある。各回帰係数は体重と精線重

量の関係だけが有意でなく,そ の他は有意である(表4-3)。 体重と精巣重量の関係において,

成熟イカと皮イカとが同 じ体重であるならば成熟イカの精巣が重いことになる(表4-4)。 この

ことは皮イカになると精巣の発達が終 りに近づいたことを示 している。

体重 と精腺重量の回帰関係は有意でないので,皮 イカでは体重範囲130～240Sで は平均的に精腺

重量が88位,成 熟イカでは体重範囲150～2708で 平均的に6、g位 でほぼ一定であることを示して

いる。すなわち,体 重に関係なく成熟イカよりも皮イカの精腺重量が重いことになる。

また,体 重と精腺および精巣の合計重量(生 殖器官重量)の 関係における成熟イカと皮イカの回

帰直線の傾斜と位置に有意な差がない(表4-4)。

4-4皮 イカの特徴

皮イカの特徴を以下に列記する。

1)成 熟イカに比較 して体重が軽 く,そ の傾向は雌の方が著 しい。

2)外 套膜肉の厚みは雌雄とも成熟イカよりも薄 く,体 の大きさに関係なく一定である。厚みは平

均的に3.6mm位 である。

3)外 套膜肉重量は雌雄とも成熟イカよりも軽いが,雄 は雌ほどの差はない。

4) .肝臓重量は雌では成熟イカに比較 して軽い。雄 も雌 と同じ傾向にあるが,雌 ほどの差はない。

5)生 殖器官重量は体重との関係が雌雄 とも成熟イカと同じ傾向にあ り,皮 イカの産卵の可能性を

示 している。

6)卵 巣重量は体重の重いものほど重くなる傾向がある。

7)輸 卵管重量はバラツキが大 きく,体 重との回帰関係は認められない。 また,体 重の範囲が190

～3SOg位.で は平均的に53位 である。

8)て ん卵腺重量は体重の重いものほど重くなる傾向があ り,成 熟イカよりも重い。 このことは産

卵の可能性を示唆 している。

9)精 巣重量は成熟イカよりも軽 い。

10)精 腺重量は体重 との回帰関係が認められず,成 熟イカよりも重い。また,体 重の範囲が130～

240gで 平均的に8g位 である。

4一 ・4論 議 と考察

聞きとり調査によると皮イカは島根県では ミズイカ,鳥 取県ではハタレイカと呼ばれることもあ
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り,イ カ釣のほか,底 曳網などに,時 に大量に入網することが知られている。その生物学的観察記

録は新谷(1957)と 浜部(1963)し かなく,い ずれも生殖器官が衰弱した状態から産卵 を経験 し・

その後発死するものであると判定 している。 しか し,浜 部(1963)は 皮イカと呼ばれる個体群の中

に,未 熟に近い個体 も混在 していることを指摘 し,他 日あらためて報告す るとしているが,そ の報

告はされていない。安達(1987)は 皮イカは1回 産卵 を経験 したイカであるが,そ の中に熟度が低

く,2回 目の産卵に向うイカと,2回 目の産卵 を終えたイカの2種 類があることを仮説'した。

また,浜 部(1963)は 皮イカを観察 した結果から,雌 は肝臓重量を減 じ,外 套膜肉が薄 くな り,

一方では抱卵器官に膨大な熟卵 を蓄積 して,自 己の達 し得 る体重の極限に至 り産卵 を行 うと述べて

いる。浜部(1963)の この記述は,成 熟イカが肝臓重量を減 じ,外 套膜肉を薄 くし,皮 イカとなっ

た段階で抱卵器官に熟卵 を蓄積 して産卵するとの思考なのかもしれないが,こ の章におけ る成熟イ

カと皮イカの雌 の生殖器官重量の比較では,成 熟イカの生殖器官重量の方が重いとい う結果である

ので,そ の解釈は成 り立たない。すなわち,皮 イカが産卵することを示 しているものである。

また,浜 部(1962)は 隠岐島において,ス ルメイカの産卵実験 を行ない,産 卵に成功 したが,実

験に用いた雌親イカ12個体の計測値をみると,生 殖器官重量は,37.0～72.Og,肝 臓重量が15.0～

40.Ogも あ り,し かも,12個 体のG.S.1の 範囲が11.0～19.0の 完熟イカである。 また,皮 イカの

特徴である外套膜の表面が白濁 していることも記述 されていない。このことから,そ の実験材料は

生殖器官の衰弱している皮イカではなく,こ の章で検討 した雌成熟イカ(図4-1-1,図4-1

-3)と 同質のものと考えられる。つまり浜部(1962,1963)は 成熟イカと皮イカが,そ れぞれ産

卵するとい うスルメイカの2回 産卵(安 達,1987)を 意識 しないで報告 したものと思われる。

浜部(1963)は 産卵を経験 した皮イカと初めての産卵に向う成熟イカの生殖器官の状態を比較 し

ていないので,こ の章での結果の1つ である皮イカの体重 と生殖器官重量 との関係が,成 熟イカの

それ と同 じ傾向にあることに気づかず,そ のために成熟イカと皮イカの産卵の区別ができなかった

のであろう。また,浜 部(1962,1963)が2回 産卵に注目できなかったのは,ス ルメイカが成熟 と

産卵の間に相当の日数を要 し,隠 岐島では産卵発死に直結 した皮イカが接岸して,漁 期,漁 場を形

成するのではな く,産 卵群ではあるが驚死には時期の早い成熟イカが接岸,集 群 し,こ の群が回遊

群であるため,成 熟イカと皮イカの産卵の経過を知るには,き わめて不利な事情にあったためと考

えられる。

スルメイカは短命であり,寿 命は1年 前後で,一 生に1回 成熟産卵 し,産 卵を終えたスルメイカ

は衰弱 して発死するとの説(浜 部,1965;新 谷,1967)が 有力であるが,こ こで検討 したようにス

ルメイカは一生に2回 産卵することが推定 された。 したがって,皮 イカについても成熟イカと同様

に成熟段階を記述 し,そ れに基づいて2回 目の産卵までの経過を示す必要がある。 このことについ

ては次章で検討する。
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表4-1外 套長および体重に対する各部位の回帰式のパラメータ (y=a+bx)

*4- 2 sz ~ on CND H O/' - (y=a+bx)



表4-3 外套長および体重に対する各部位の回帰の分散分析表



表4-3続 き



表4-3続 き



表4-4 成熟イカと皮イカの回帰の差の検定



5.産 卵 様 式 と 産 卵 数

スルメイカの産卵回数は前章で2回 であることが推定 された。 この推定をより明確にするため成

熟イカの卵径分布を示 し,さ らに成熟イカと皮イカの卵の増加様式を検討する。

ま た,産 卵 数 に つ い て は新 谷(1967)の30～50万 粒,安 達(1985)の2回 産卵 を仮 定 しての1回

目の産 卵 数 が10万 粒,笠 原 ・南(1985)の20万 粒 とい う報 告 が あ るが,新 谷(1967)は その 根拠 を

示 して お らず,安 達(1985)は2回 目の産卵 数 を推 定 して い な い 。 また,笠 原 ・南(1985)は 産卵

回 数 を1回 と して推 定 して い る。 これ らは いず れ も信頼 度 が低 い た め,2回 産 卵 に基 づ き,成 熟 イ

カ の産 卵 数 と皮 イ カの 産 卵 数 を 推 定 す る。

5-1資 料 と方法

この章に用いた試料は1984年5～6月 に浜田港の漁獲物から無作為に抽出した未熟雌イカ12個

体,成 熟雌イカ63個 体および4章 で用いた雌皮イカ49個体である。卵径測定に用いた標本スルメイ

カは外套長,体 重,生 殖器官重量,外 套膜肉重量,肝 臓重量,胃 内容物重量を測定後,卵 巣と輸卵

管をとり出 し,全 卵を採取 した。卵巣はそれを切断 し,標 本瓶にとり,ま た,輸 卵管からは卵を直

接 しぼ り出し,標 本瓶にとった。標本瓶には最初水を入れ,強 く撹拝後エチルアルコールを加え固

定 した(濃 度約50%)。 固定時間は24～30時 間である。

卵 径 の 測 定 は1個 体 に つ き約100粒 の卵 を無 作為 に抽 出 した卵 に つ い て 行 な った。 卵 の形 は卵 巣

卵 は紡 錘 形,輸 卵 管卵 は 円 に近 い楕 円形 で あ る。 熟 度 の区 分 は ス ル メイ カ 調 査 要綱(日 水研,1971)

に よっ た。 また,熟 度 の 表 示 はG.S.1を 用 い た。

成熟イカと皮イカの輸卵管内卵数の推定は次のようにした。多項 目測定時に記載されている輸卵

管重量は,輸 卵管重量と輸卵管腺重量との合計値 として求められている。そこで,ま ず測定値に対

する輸卵管重量の回帰関係(図5-1)を 求めることにより,輸 卵管重量を推定 し,つ いで推定さ

れた輸卵管重量と輸卵管内卵数の回帰関係(図5-2)を 利用 して,各 個体の輸卵管内卵数を推定

することとした。推定のための回帰式は次のとお りである。

同 じく卵 巣 内卵 数 は次 の よ うに した。 まず,推 定 の た めの2つ の 仮 定 を設 け た。1つ は,卵 巣卵

および輸卵管卵は球状であること,2つ は,卵 の密度

る。この仮定のもとで,今1粒 の輸卵管卵 の重量

a (~IM) の値は両卵 とも等 しいことであ

で表 わ され る。 た だ し


